
【資料２】
令和８年度活動計画書　（基幹的業務担当） 

（１） ５包括のバックアップ機能と市との総合調整（報告・連絡・相談）

（２） ５包括協働事業の取りまとめ（啓発活動，多職種連携　等）

（３）
機能強化に向けた客観的分析，計画化、および具体的活動の
側面的支援

（４）
行政との協働による意見集約，調整等の総合調整・統括的機
能

（５）
コンサルテーション・ネットワークの有効活用による各センター
の機能強化

（６） ５包括協働による研修の企画・実施

（７） ケアマネ友の会等外部団体協働による研修の企画・実施

（８） 現任職員を対象とした研修や自己研鑽機会の確保

（９） スーパービジョン実施状況の把握

（１０） 担当圏域の統計的把握と傾向分析

（１１） アウトリーチによる実態把握

3
各圏域の地域課題の抽出・整理・解決策の
検討・協働による実践
（地域ケア会議，虐待縦レビュー会議等へ参加）

●基幹的業務担当の活動
(8) センター新任職員の研修ニーズが把握できる
(9) 各センターが実施しているバーンアウト防止のための工夫を共有できる
(10) 各センターの活動計画立案の背景がわかる
(11) 各センターがどのように地域課題を抽出しているかがわかる

●５センター協働
(8) センター新任職員対象の研修が実施できる
(9) 各センターが実施しているバーンアウト防止のための工夫を共有できる
〔再掲〕
(10) 各センターの活動計画立案の背景がわかる〔再掲〕
(11) 各センターの地域課題抽出プロセスがわかる

●基幹的業務担当の活動
(8) 包連会や各部会でのヒアリング
(9) 包連会・各部会等における取組状況の聞き取りと聞き取り内容の共有
(10) 運協や各種協議の場等での活動計画立案のヒアリング
(11) センター連絡会のリデザインと試行的運用（高齢介護課・５センター協働）〔再掲〕

●５センター協働
(8) 新任職員研修の企画・実施の検討
(9) 包連会・各部会等における取組状況の聞き取りと聞き取り内容の共有〔再掲〕
(10) 運協や各種協議の場等での活動計画立案のヒアリング〔再掲〕
(11） 地域ケアミーティング（地域ケア推進会議）での各センターによる地域課題のプレゼンのヒ
アリング〔再掲〕

●基幹的業務担当の活動
(8)令和　9　年　3　月末
(9)令和　9　年　3　月末
(10)令和　9　年　3　月末
(11)令和　9　年　3　月末

●５センター協働
(8)令和　9　年　3　月末
(9)令和　9　年　3　月末
(10)令和　9　年　3　月末
(11)令和　9　年　3　月末

1
基幹型相談窓口の開設
（市内地域包括支援センターの機能強化，意見集約，調
整等）

●基幹的業務担当の活動
(1)  ５包括の職員がバーンアウトしない
(2) 各部会活動を通して地域課題を発見できる
(3) 事例や取組を深化させるプロセスで新たな活動を発想できる
(4) 各センターの実践上の悩み・課題を行政と共有できる
(5) 地域包括ケアの深化に向け各センターの圏域等でネットワーク拡大の方
向性が決まる

●５センター協働
(1) 5センターが効率的・効果的な事業運営ができるよう課題を共有できる
(2) 各部会活動を通して地域課題を発見できる〔再掲〕
(3) 事例や取組を深化させるプロセスで新たな活動を発想できる〔再掲〕
(4) 各センターからの関係者に対する提案や意見が増える
(5) センターが持っているコンサルテーションネットワークをより有効に活用で
きるようにする

●基幹的業務担当の活動
(1) 業務効率化に向けたDX推進の研究と５センターとの継続的協議
(2) 各種の協議の場での協議内容の統合と課題化
(3) センター連絡会のリデザインと試行的運用
(4) 包連会や支援センター連絡会等の協議の場での思考の深化や議論の掘り下げ
(5) 「〔仮名〕エリアごとの多職種連携推進ネットワーク構想（案）」の具現化

●５センター協働
(1) 包連会や支援センター連絡会等の協議の場での思考の深化や議論の掘り下げ〔再掲〕
(2) 各種の協議の場での協議内容の統合と課題化
(3) センター連絡会のリデザインと試行的運用（高齢介護課・５センター協働）
(4) ファシリテーションやプレゼンテーションスキルの獲得を意図して研修会等の企画の検討
(5) 自立支援型地域ケア個別会議のリデザイン（対象拡大）

●基幹的業務担当の活動
(1)令和　9　年　3　月末
(2)令和　9　年　3　月末
(3)令和　9　年　3　月末
(4)令和　9　年　3　月末
(5)令和　9　年　3　月末

●４センター協働
(1)令和　9　年　3　月末
(2)令和　9  年　3　月末
(3)令和　9　年　3　月末
(4)令和　9　年　3　月末
(5)令和　9　年　3　月末

2
介護支援門員に対する専門研修
（市内，外部講師招聘，ケアマネ友の会研修共催）

●基幹的業務担当の活動
(6) 介護支援専門員の研修ニーズを把握する
(7) 友の会の研修が充実する

●５センター協働
(6) 介護予防ケアマネジメントの質的向上に必要な取組の方向性が決まる
(7) センター職員とケアマネジャーとの交流機会が持てる

●基幹的業務担当の活動
(6) 介護支援専門員や高齢者生活支援センターへの研修ニーズ調査
(7)① 対人援助基礎講座、ケアマネジメント事例検討会の開催
(7)② 対人援助基礎講座のシラバスの再検討

●５センター協働
(6) 包連会、各部会等での介護予防ケアマネジメントのあり方に関する継続的協議
(7) 各部会が企画実施する交流目的のイベントの実施

●基幹的業務担当の活動
(6)令和　9　年　3　月末
(7)①令和　9　年　3　月末
(7)②令和　8　年　9　月末

●５センター協働
(6)令和　9　年　3　月末
(7)令和　9　年　3　月末

業務内容

令和８年度の目標 目標達成のための具体的活動 達成時期

社会福祉法人の利点を活かし，重層的支援体制整備事業を意識し，生活支援体制整備事業の第１層および社会福祉協議会の地域
担当との連携について，市内５つの地域包括支援センターとの中枢的役割を果たす。

自己評価項目

大項目 小項目
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